
2026年最新AIモデル「Gemini 3.1 Pro」がも
たらす知的財産業務のパラダイムシフト：

Gemini 3 Proからの進化と企業の知財戦略
への影響 

Gemini 3 pro 
1. イントロダクション：推論型AIの飛躍と知的財産領域への波
及 
2026年2月19日、Googleは最新の人工知能モデル「Gemini 3.1 Pro」を公式にリリースした 1。前世
代であるGemini 3 Proの公開（2025年11月）からわずか3ヶ月という異例のスピードで投入されたこ
のモデルは、単なる機能拡張やマイナーアップデートではなく、AIの「コア推論能力（Core 
Reasoning）」における世代的な飛躍（Generational Leap）を体現している 1。このモデルは、消費者
向けのGeminiアプリから、開発者向けのGoogle AI Studio、Google Antigravity、そして企業向けの
Vertex AIまで、広範なプラットフォームを通じてプレビュー展開されている 3。 

知的財産（IP）業務は、極めて高度な論理的思考、膨大な技術文献の文脈理解、そして厳密な法的
解釈が要求される領域である。これまで、大規模言語モデル（LLM）は特許明細書の翻訳や要約と
いった定型業務には適用されてきたものの、新規性や進歩性の判断、特許侵害のクリアランス調

査、複雑な拒絶理由通知（OA）への応答といった「高度な推論を伴う非定型業務」においては、ハル
シネーション（事実誤認）の多さや論理の破綻が実用化の壁となっていた 7。 

Gemini 3.1 Proは、「単純な回答では不十分なタスク（where a simple answer isn't enough）」に特化
して設計されており、複雑な論理パターンの解決やエージェント型の自律的ワークフローにおいて、

競合モデルを凌駕する性能を示している 1。Googleが本モデルにおいて「.1」というバージョン付けを
行ったのは今回が初であり、これはアーキテクチャの全面刷新というよりも、エンタープライズの複雑

なワークフローや推論チェーンの安定化に焦点を当てた、特定の能力における劇的な最適化を意味

している 5。本稿では、Gemini 3.1 Proの技術的仕様を詳細に分析し、これまでのGemini 3 Proでは
実現不可能であったどのような知的財産業務が「新たに可能になるのか」、そしてそれが2026年以
降の企業の知的財産部門（知財部）のあり方をどう変革するのかについて、網羅的かつ深く考察す

る。 

2. Gemini 3.1 Proの技術的飛躍とGemini 3 Proとの比較分
析 
Gemini 3.1 Proが知的財産業務にブレイクスルーをもたらす根拠は、そのアーキテクチャとベンチ



マーク結果に明確に表れている。コンテキストウィンドウ（100万トークン）や利用価格（100万入力
トークンあたり2ドル、出力12ドル）はGemini 3 Proと同一に据え置かれたまま、純粋な「能力の拡張」
が図られている点が最大の特徴である 4。以下の表は、知的財産業務の遂行能力に直結する主要
なベンチマークにおける、両モデルのスコア比較を示している。データは、新モデルが価格やトークン

制限を維持したまま、抽象的推論、自律的ウェブ検索、および法務文書解析において前世代から劇

的な向上を遂げていることを実証している。 

 

評価指標 (Metric) Gemini 3 Pro Gemini 3.1 Pro 向上幅・意義 

推論能力 
(ARC-AGI-2) 

31.1% 77.1% 2.5倍の向上。未知
の論理パターンの抽

出と適用能力の飛躍 
3。 

エージェント検索 
(BrowseComp) 

59.2% 85.9% 先行技術調査等に

おける自律的なウェ

ブ検索・情報収集能

力の確立 4。 

コーディング 
(SWE-Bench) 

76.8% 80.6% ソフトウェア特許の

解析や、特許分析ス

クリプトの自律生成

能力の強化 4。 

法務解析精度 (Box 
AI Eval) 

57.0% 74.0% 契約書や法的文書

における因果関係の

理解とハルシネー

ションの大幅な削減 
11。 

2.1 未知の論理パターンを解く「ARC-AGI-2」での驚異的スコア向上と流動性
知能 
特許業務は本質的に「未知の技術（発明）に対する論理的抽象化」の連続である。Gemini 3.1 Proの
最大の技術的ハイライトは、抽象的推論能力を測定するベンチマーク「ARC-AGI-2」において、
Gemini 3 Proの31.1%から77.1%へと、2.5倍以上の劇的なスコア向上を達成したことである 3。 

ARC-AGI-2は、事前に暗記した知識ではなく、その場で提示された全く新しい論理規則を抽出し、構
成的推論（Compositional Reasoning）を用いて問題を解く能力を評価するベンチマークである 13。

従来のAIシステムは、視覚的パターンの対称性や変換を認識できても、そこに「意味（Semantic 
significance）」を見出す記号的解釈（Symbolic Interpretation）や、文脈に応じたルールの適用（
Contextual Rule Application）に大きな課題を抱えていた 14。Gemini 3 Proなどの従来モデルは、単



一のルールを適用することはできても、複数のルールが相互に作用するような複雑な環境では論理

を見失う傾向があった 14。 

この推論能力の飛躍は、知財実務に直結する。例えば、特許請求の範囲における独立クレームと従

属クレームの複雑な関係性の解釈や、文言侵害・均等侵害の論理的当てはめにおいて、Gemini 3.1 
Proは人間の弁理士に近いレベルでの「論理的抽象化」が可能となっている。Artificial Analysisの評
価においても、研究レベルの物理推論問題（CritPt）で18%を記録し、次点モデルを5パーセントポイ
ント以上引き離すなど、科学的・技術的推論における圧倒的な優位性を示している 10。 

2.2 エージェント機能と自律的検索（BrowseComp）の大幅強化 
知財業務において、先行技術調査や侵害予防調査（FTO調査）は多大なリソースを消費する。
Gemini 3.1 Proは、エージェントのウェブ検索能力を測る「BrowseComp」において、59.2%（3.0 Pro）
から85.9%へとスコアを大幅に伸ばした 4。さらに、Model Context Protocol（MCP）を用いた複数ス
テップのワークフロー能力（MCP Atlas）も54.1%から69.2%へ向上している 4。また、実世界の経済的
価値を伴うタスクを評価するGDPval-AAベンチマークにおいても、ELOスコアを100ポイント以上向上
させ1316を記録している 10。 

これは、単に検索クエリを生成するだけでなく、検索結果を読み込み、足りない情報があれば検索式

を自己修正（Self-Correction）して再検索を実行するという「自律型リサーチエージェント」としての機
能が実用レベルに達したことを意味する 15。また、開発者向けに新たに提供された

gemini-3.1-pro-preview-customtoolsエンドポイントは、ユーザーが定義したカスタムツールや
Bashコマンドを優先的に使用するよう最適化されており、企業独自の特許データベース検索API（
search_codeやview_file等）との統合が格段に容易になった 2。 

2.3 I/O制限の拡張：100MBのファイルアップロードと65,000トークンの出力 
特許明細書は図面を含めるとファイルサイズが肥大化しやすく、またポートフォリオ全体の分析には

膨大なテキストの入出力が伴う。Gemini 3.1 Proでは、ファイルアップロードの上限が20MBから
100MBへと5倍に拡張された 2。さらに、インプットのソースとしてYouTubeのURLを直接渡す機能や、
Cloud Storageバケットへの対応も追加されている 2。 

同時に、出力上限も65,000トークン（65K）に明示的に拡張された 4。Gemini 3 Proでは、数十ページ
に及ぶクレームチャートや侵害鑑定書のドラフトを一度に生成させようとすると途中で出力が途切れ

る問題があったが、3.1 Proでは長文の法的文書の完全な生成が可能である。加えて、出力トークン
の消費効率が15%向上しており、より少ないトークンで的確かつ簡潔な推論結果を返すため、大規
模運用時のコスト削減とレイテンシ低下にも寄与している。この効率化により、同じタスクを処理した

場合の実質的なコストは10〜15%低下すると試算されている 4。 

2.4 法務コンテキストにおけるハルシネーションの劇的削減と正確性の向上 
LLMの最大の課題であったハルシネーション（事実無根の出力）についても、大幅な改善が見られ
る。Artificial Analysisの評価によれば、Gemini 3.1 Proは「AA-Omniscience」ベンチマークにおいて



ハルシネーション率を前世代の88%から50%へと、38パーセントポイントも減少させた 10。 

さらに、Box AIによるエンタープライズ評価（Box AI Enterprise Eval）では、Gemini 3.1 Proの「法務（
Legal）」ユースケースにおける正確性が、57%（Gemini 3 Pro）から74%へと17パーセントポイント向
上したことが実証されている 11。同評価では、旧モデルが単にキーワードベースで事実を拾って誤っ

た判断を下したのに対し、3.1 Proは「方向性テスト（directionality test）」のような法的な因果関係や
責任の所在のニュアンスを正確に適用し、論理的に正しい結論を導き出している 11。これは、事実が

存在するか否かだけでなく「その事実が法的に何を意味するか」を解釈できるようになったことを示し

ている。 

3. Gemini 3.1 Proにより知的財産業務で「新たに可能になる
こと」 
Gemini 3.1 Proの上述の技術的進化は、知的財産業務の現場に具体的にどのようなブレイクスルー
をもたらすのか。Gemini 3 Proまでは「補助的なテキスト処理ツール」に留まっていたAIが、3.1 Proに
よって「自律的に推論し、成果物を生み出す仮想の特許技術者」へと進化することで、以下の高度な

業務が可能になる。 

3.1 複数ステップを伴う「自律型・深掘り先行技術調査（Deep Research）」 
これまでのAI（Gemini 3 Proを含む）を用いた特許調査は、人間が入力したプロンプトや技術的特徴
に対して、1回の処理で結果を返す「シングルステップ」が限界であった。しかし、Gemini 3.1 Proで
は、強化された思考レベル（MediumまたはHigh）と、自律型エージェント機能（Deep Research等）を
組み合わせることで、完全自律型のマルチステップ調査が可能になる 4。 

例えば、「リチウムイオン電池の熱管理を改善する構造」について調査を指示した場合、Gemini 3.1 
Proは以下を自律的に実行する 20。第一に、発明の技術的特徴を分解し、同義語や関連IPC/CPC分
類を自動展開する。第二に、customtoolsエンドポイント経由で外部の特許データベースAPIを叩き、
一次検索を実行する 4。第三に、検索された文献の要約と図面を読み込み、ノイズを除外する。第四
に、一次検索で見つかった有望な文献の「引用・被引用ネットワーク」をさらに辿り、二次検索・三次

検索を自動で繰り返す。最終的に、人間が検証可能な引用元（Citations）を明記した上で、先行技
術と本願発明の差異を論じた包括的な調査レポート（最大65Kトークン）を出力する 19。 

この自律エージェント機能により、従来は特許サーチャーが15〜20時間かけていた包括的な先行技
術調査が、2〜3時間に短縮されるだけでなく、人間の検索バイアスを排除した網羅的なスクリーニン
グが実現する 20。 

3.2 進歩性（非自明性）要件の高度な論理構築とOA応答 
特許審査における最大の障壁は、審査官による「進歩性（非自明性：Non-obviousness）」の欠如を
理由とする拒絶理由通知（OA）である。米国特許法におけるGraham要件（Graham factors）や、欧
州特許庁（EPO）の課題解決アプローチ（Problem-and-Solution Approach）など、進歩性の判断に



は高度な論理的推論が不可欠である。 

Gemini 3 Proでは、主引例と副引例の組み合わせに対する動機付け（Motivation to combine）の反
論を構築させようとしても、単なるキーワードの羅列や、論理の飛躍（構成要件の不当な拡張）が生

じがちであった。しかし、構成的推論（Compositional Reasoning）や文脈的ルール適用（Contextual 
Rule Application）に長けたGemini 3.1 Pro（ARC-AGI-2スコア77.1%、GPQA Diamondスコア94.3%）
は、「引例Aと引例Bを組み合わせることは、当業者の通常の創作能力の発揮にすぎないか、それと
も阻害要因（Teaching away）が存在するか」という高度な法的・技術的文脈を理解できる 3。 

知財担当者は、審査官のOAのPDFと引例PDF（最大100MBまでアップロード可能）をGemini 3.1 Pro
に読み込ませるだけで、「審査官の論理の脆弱性を突く反論の骨子」や「引例間の阻害要因の抽出」

を高い精度で実行させることができる。これにより、応答方針の立案にかかる時間が劇的に削減さ

れる。 

3.3 マルチモーダル理解とSVGコード生成による「特許図面の革新」 
特許明細書において、図面（Drawings）は権利範囲の解釈を左右する極めて重要な要素である。
Gemini 3.1 Proの特筆すべき新機能の一つが、「テキストプロンプトから直接、ウェブ対応のSVG（
Scalable Vector Graphics）アニメーションや静的図解を純粋なコードとして生成する能力」である 3。 

従来、発明者から提供されたラフな手書きスケッチやテキストベースの仕様書から特許出願用の図

面（ブロック図、フローチャート、システム構成図など）を作成するには、専門の特許図面作成者（ドラ

フター）や特許技術者が作図ソフトを用いて手作業で行う必要があった。Gemini 3.1 Proは、画像生
成モデル（ピクセルベース）とは異なり、純粋なコード（XMLベースのSVG）として図面を生成する 6。ピ
クセルではないため、いかなるスケールでも画質が劣化せず、そのまま出願用図面としてCADやベ
クター描画ソフトに取り込んで編集することが可能である 12。 

インターフェースの動作や機械的構造の動きを示すために、複雑な「歯車の連動」や「メカニカルキー

ボードの構造」といったSVGアニメーションの生成テストでも、Gemini 3.1 Proは高い精度で論理的な
コードを出力している 22。例えば、「請求項1に記載された、センサーA、コントローラーB、およびアク
チュエーターC間のデータフローを示すブロック図を生成せよ。各ブロックには参照符号を付すこと」
と指示すれば、Gemini 3.1 Proは論理関係を正確に反映したSVGコードを出力する。さらに、その図
面と明細書本文の参照符号の整合性を自動チェック（符号の欠落や重複の検出）することも、100万
トークンのコンテキストウィンドウにより容易に行える 9。 

3.4 100MB/65Kトークンによる大規模ポートフォリオとコードベースのクリアラ
ンス解析 
企業の知財部では、M&A時の知財デューデリジェンス（DD）や、他社特許群に対する自社製品の侵
害クリアランス調査において、数百件の特許からなるポートフォリオを短期間で分析する必要があ

る。また、ソフトウェア特許の侵害立証においては、ソースコードの解析が不可欠である。 

Gemini 3 Proの20MBのファイルアップロード制限下では、大規模なポートフォリオやコードリポジトリ
を細かく分割して入力しなければならず、文脈の断絶が発生していた 4。Gemini 3.1 Proの100MB



アップロード制限と65,000トークンの出力能力は、この制約を完全に撤廃する 4。ソフトウェアエンジ
ニアリングタスク（SWE-Bench Verifiedで80.6%）およびターミナルでの自動プログラミング環境（
Terminal-Bench 2.0で68.5%）における卓越したスコアは、AIが複雑なソフトウェアアーキテクチャを
理解できることを示している 4。 

数十件の特許PDF、自社製品の詳細な仕様書、および関連するソースコードリポジトリ全体を一度の
コンテキストに投入し、「自社ソフトウェアのアーキテクチャが、対象特許ポートフォリオのいずれかの

独立クレームに抵触するリスクがあるか、クレーム構成要件ごとにマッピングした侵害性判定表（ク

レームチャート）を作成せよ」といったプロンプトを実行できる。これにより、従来は莫大な時間とコスト

を要したソフトウェア特許のFTO調査が、前例のない深さと速度で実現する。 

3.5 複雑な契約書・ライセンス条項のニュアンス解析 
Box AIが実施した評価データが示す通り、Gemini 3.1 Proは単なるキーワード検索ではなく、「方向性
テスト」のような法的な因果関係や責任の所在を推理する能力を獲得している 11。これは、複雑な特

許ライセンス契約、共同研究開発契約（JDA）、秘密保持契約（NDA）のレビューに直結する。 

例えば、「クロスライセンス契約における、将来の改良発明（Improvement）の帰属条項と、サブライ
センス権の及ぶ範囲」といった、複数の条項が絡み合う複雑な権利関係の解析において、Gemini 
3.1 Proは「どちらの当事者が、どの範囲で権利を行使できるか」を正確に解釈し、不利な条項や矛盾
点を指摘することができる。ハルシネーションの大幅な低下により、法務や知財部門の専門家が最

終的なチェックを行うための「高度な下書き（Expert Review）」としての信頼性が飛躍的に高まってい
る。 

4. IPTech市場と特許ツールの進化：2026年のランドスケープ 
Gemini 3.1 Proのような強力な推論モデルの登場は、サードパーティの知財ソフトウェア（IPTech）市
場にも劇的な変化をもたらしている。2026年現在、世界のAI特許アナリティクス市場は48億ドル規模
に達し、21.3%の年間平均成長率（CAGR）を記録している 20。 

4.1 プラットフォームへのシームレスな統合と特化型ツールの台頭 
現在、多くの特許専門家がPatSnap Eureka、PatentPal、DeepIP、IP Agent AIなどのプラットフォーム
を活用している 20。これらのツールは、単一のAIモデルに依存するのではなく、バックエンドで
Gemini 3.1 Proのような最先端モデルのAPI（Vertex AI等）を呼び出し、知財特有のワークフローに最
適化されたユーザーインターフェースを提供している。 

例えば、PatSnap Eurekaのようなプラットフォームでは、セマンティックエンジンと自律型エージェント
を組み合わせることで、ユーザーの指示に基づき24時間体制で先行技術調査を実行する機能が搭
載されている 20。これらのツールは、従来15〜20時間かかっていた検索作業を2〜3時間に短縮し、
見落としリスクを67%削減することで、導入企業に対して初年度で平均340%の投資対効果（ROI）を
もたらしている 20。 



4.2 コパイロットから「自律型ドラフティングシステム」へ 
特許明細書の作成においても、技術の進化は著しい。従来のツールがMicrosoft Word上の単なる
チャットボット（コパイロット）として機能し、部分的な文章生成や要約を行っていたのに対し、2026年
のトレンドはPatentextやEdgeのような「エンドツーエンドの自律型ドラフティング環境」へと移行して
いる 24。 

Gemini 3.1 Proのコンテキスト管理能力と構造化データ（JSON等）の出力能力を活用することで、こ
れらのプラットフォームは発明提案書を入力するだけで、背景技術、課題、解決手段、クレームツ

リー、詳細な実施形態、さらには上述したSVG図面のコードまでも一貫した論理で生成する 10。人間

の特許弁理士の役割は、ゼロから文章を起案することから、AIが構築した高度なドラフトの法的妥当
性を検証し、戦略的な修正を加える「レビュアー」へとシフトしている。 

5. 2026年の法規制・知財政策動向との交差点 
AIの能力が人間の知的労働に肉薄する中、各国の特許庁や立法機関も制度のアップデートを急い
でいる。Gemini 3.1 Proを企業の知財業務に組み込む上で、以下の法的コンプライアンスの動向を
無視することはできない。 

5.1 USPTOの「AI支援発明に関する発明者要件」の改訂（2025年11月） 
2025年11月28日、米国特許商標庁（USPTO）は「AI支援発明に関する発明者要件のガイダンス」を
大幅に改訂した 25。バイデン政権下で発行された2024年2月の旧ガイダンスでは、AIを利用した単独
の発明者に対しても、共同発明者の貢献度を測る「Pannu要件（Pannu factors）」を適用し、プロンプ
ト入力の程度などを厳格に審査する方針がとられていた 27。 

しかし、新ガイダンスではこのアプローチが撤回され、「AIは自然人ではないため共同発明者にはな
り得ず、Pannu要件をAIと人間の関係に適用するのは不適切である」と明言された 25。USPTOは、
「発明の着想（Conception）は自然人にのみ可能な行為であり、生成AIなどの計算モデルは、実験
室のフラスコのような高度な『ツール』に過ぎない」とのスタンスを明確にした 26。 

この法的枠組みにおいて、Gemini 3.1 Proは「極めて高度な論理構築ツール」と位置づけられる。知
財部門は、特許出願においてAIを発明者として記載することはできず、AIを使用して得られた結果
（クレーム案や解決手段の選択）の背後に、自然人による「明確で永続的なアイデアの形成（着想）」

があったことを立証できなければならない 26。したがって、AIとの対話プロセスや、人間の技術者が
どのようにAIを制御・評価したかという監査証跡（Audit Trail）の管理が、将来の特許無効化リスクを
防ぐ上で極めて重要となる。 

5.2 各国特許庁のAI特許に対するスタンスとデータ学習の著作権問題 
欧州特許庁（EPO）、日本国特許庁（JPO）、中国国家知識産権局（CNIPA）なども、AIを利用した発明
の特許性を認めているが、純粋なアルゴリズムだけでなく、それが解決する「技術的効果（Technical 
Effect）」を要求する点では一致している 29。 



また、AIモデルの学習データに関する著作権問題も、知財業界における重大なトピックである。2026
年2月にニューデリーで開催されたAI Impact Summitにおいて、欧州のAIラボPleiasの創設者である
Anastasia Stasenko氏は、米国の巨大テック企業が著作権で保護されたデータを無断でスクレイピ
ングしてモデルを訓練している現状を「盗用（Stealing）」であると強く批判し、オープンデータのみで
訓練されたローカルな主権型モデル（Sovereign models）の重要性を訴えた 31。インドの商工省（

DPIIT）も、AI企業が合法的にアクセスしたコンテンツを訓練に使用するための包括的ライセンスとロ
イヤリティ支払いメカニズム（ハイブリッドシステム）の導入を検討している 31。 

企業がGemini 3.1 Proのような外部APIを利用して知財情報を処理する際、自社の機密情報がAIの
訓練データ（Prompt Training）に流用されないことを保証するエンタープライズ契約（Zero retention
等）の締結が不可欠であることは言うまでもない 33。 

6. 企業の知的財産部門が迎えるパラダイムシフトと戦略的変
化 
Gemini 3.1 Proの導入により、企業の知的財産部門の役割とワークフローは、これまでの「定型作業
ベース」から「高度な戦略ベース」へと不可逆的なパラダイムシフトを迎える。 

6.1 サービス主導から「IP（知的財産）主導」の戦略部門への昇華 
HCL TechnologiesのRoshni Nadar Malhotra会長がAI Impact Summit 2026で指摘したように、今
後のグローバル経済においては、規模主導のデリバリーサービスではなく、「プラットフォーム、モデ

ル、そして知的財産（IP）を創造し所有する企業」に価値が集中する 34。労働集約的なサービスは限

界があるが、「IPは無限にスケールする」からである 34。 

定型的な出願作業、先行技術調査、OA応答の初期案作成といった業務の大部分が、Gemini 3.1 
Proのような推論型AIによって自動化・高速化されることで、企業の知財部門はコストセンターとして
の「事務管理部門」から脱却する。生み出された膨大な人的リソースと時間を、ホワイトスペース（競

合の技術的空白地帯）の探索、標準必須特許（SEP）の戦略的形成、オープンイノベーションにおけ
るライセンス交渉、そして自社のAIモデルやデータセットそのものの保護といった「攻めの知財戦略
（プロフィットセンター的役割）」へと振り向けることが可能になる。 

6.2 思考レベル（Thinking Level）の動的制御とリソースの最適化 
Gemini 3.1 Proは、推論の深さを「Low」「Medium」「High (Deep Think Mini)」の3段階で制御できる
システムを導入している 4。知財部門は、すべての業務に最大のリソースを割くのではなく、タスクの
性質に応じてAIの思考レベルを動的に切り替える運用モデルを構築することになる。 

例えば、大量の公開公報から書誌的事項や特定のキーワードを抽出するようなタスクには「Low」を
用い、一般的なFTO調査の一次スクリーニングには、処理速度と品質のバランスが取れた「Medium
」を採用する。そして、複雑なOA応答の論理構築、侵害・非侵害の詳細な鑑定、複雑な契約条項の
分析など、法的リスクに直結する最も深い推論が必要なタスクには「High」を適用する、といった具合



である 4。 

6.3 「Human-in-the-loop」ガバナンスの徹底 
知財業務において完全な無人化は現実的ではなく、また前述のUSPTOのガイドラインに照らしても
法的に推奨されない。Gemini 3.1 Proの真価を発揮させるには、AIが安全に社内データベースを参
照できるよう、厳密なアクセス権限（サンドボックス化）と「Human-in-the-loop（人間の介入・承認プ
ロセス）」を組み込んだシステムアーキテクチャの設計が必要である 19。 

AIが提示した高度な推論結果（クレームの解釈や先行技術との差異）に対して、最終的な法的責任
を負う人間の専門家が批判的思考（Critical Thinking）をもってレビューし、承認を行う。この人間とAI
の協調モデルこそが、2026年以降の知財部門における標準的なオペレーションとなる。 

7. 結論 
2026年2月19日にリリースされた「Gemini 3.1 Pro」は、ARC-AGI-2スコアの劇的な向上に裏打ちされ
た「抽象的推論能力の獲得」、BrowseCompスコアの飛躍による「自律型エージェント機能の確立」、
100MB/65Kの膨大な入出力処理能力、そして法的文脈におけるハルシネーションの劇的な削減に
より、知的財産業務のパラダイムを根本から覆すモデルである。 

これまでのGemini 3 Proが「高度なテキスト処理アシスタント」であったとすれば、Gemini 3.1 Proは
「自ら推論の計画を立て、外部ツールを操り、複雑な法的解釈のニュアンスを理解する自律的な仮

想特許技術者」としての要件を備えつつある。 

これにより、企業の知的財産部門は、手作業に依存していた深掘りの先行技術調査、ソフトウェア

アーキテクチャの侵害クリアランス、明細書や図面（SVG）のドラフティングにおいて、かつてないス
ピードと正確性を手に入れる。一方で、各国の最新の知財ガイドラインが示す通り、AIはあくまで強
力な「ツール」であり、「発明の着想」や最終的な「法的判断の責任」は依然として人間に帰属する。 

企業がGemini 3.1 Proの潜在能力を最大限に引き出すためには、単にソフトウェアを導入するだけで
なく、AIエージェントと人間が協調する新しいワークフローの構築、社内データとの安全な統合、そし
て知財部門全体を「作業遂行型」から「IP主導の戦略立案型」へとトランスフォームさせる強力なビ
ジョンが不可欠である。AIが知的労働の在り方を再定義するこの時代において、知財業務の変革に
いち早く適応し、強固な知財ポートフォリオを構築した企業のみが、次世代のグローバル経済におい

て圧倒的な競争優位性を確立することになる。 
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